
１０月７日（金）倉敷市役所にて、人権学習推進委 

員会会長連絡会が行われ中西清次会長と事務局長が出 

席し、グループ協議を行いました。 

 グループ協議では、２０年後の倉敷市の姿をイメー 

ジし理想的な状態にするには、人権学習推進委員会は 

どのような貢献ができるのか、何が必要か、どのよう 

な役割を担っていくのかなどが話し合われました。 

まとめとして、「地域環境の整備・人と人とのつながりを大切にする・若い世代へのバトン

タッチをスムーズにする」ことなどが今後の課題としてみえてきました。 

【呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム） 

 海上自衛隊呉史料館（てつのくじら館）では】 
 

 呉市海事歴史科学館ではガイドの方の話とともに 

館内を視察しました。戦艦大和をはじめとした模型 

や潜水艦内部を間近で見学したり、展示物、呉の歴 

史や基幹となった製鋼や造船などの科学技術の展示 

物について学んだりしました。 

また、戦争の歴史、兵器や遺品など当時の様子に 

ついての解説をしていただき、戦争における人権侵 

害の悲惨さを改めて再認識させられました。 

 

バスでの車内研修では、戦争と平和・子どもや地域の人々の人権をテーマにしたＤＶＤ（ボ

クとガク）の視聴や、河原啓発指導員によるアジア・太平洋戦争についての研修を受けました。  

また、２０１５年に行われた日本女性会議にも触れ、会議の模様をおさめたＤＶＤを視聴の

のち、土屋おもてなし委員長より、倉敷大会の大会宣言や、婦人協議会の活躍についてご紹介

いただきました。 

１日を通して、「人権」「平和」についてあらゆる角度から学べた１日でした。 
 

参加者の方の感想もたくさんいただきました。一部ではありますが、ご紹介します。 
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～ 参加者の方の感想 ～ 

○呉市の持っている街の特徴をほとんど知らず、学ぶところが多くいい機会になった。 

大和ミュージアムでのガイドさんの熱心さに圧倒されたり、「てつのくじら館」での 

潜水艦の中で狭いベッドへ横たわるなどの経験ができました。 
 

○大和ミュージアムを見学して乗組員の写真や、家族に送った手紙などの資料や当時の 

映像や模型等を見て悲しい出来事の心を痛め、心が締め付けられる思いや戦争のむなし 

さ、悲しさを痛感しました。 
 

○私達が平和に暮らせているのも、命をかけた先人の人の尊い命のもとで成り立っている 

ことを忘れてはならないと思いました。大変な過去の歴史を忘れず後世に伝え平和に過 

ごせることを願います。平和についても考えさせられる研修でした。 
 

○車中での人権啓発アニメ「ボクとガク」は二人の子どもとおばあさんとの交流でお互い 

を思いやり、人間愛が伝わりました。 

「アジア・太平洋戦争」では、多くの犠牲者に胸が痛みました。今回の研修は、過去悲惨 

な歴史を踏まえ、未来志向への機会と捉え次世代に受け継ぐことが大切に感じました。 

 

 

▲ 呉市海事歴史科学館にて ▼ 

 ▼ 海上自衛隊呉史料館にて  

８月２０日（土）  
郷内中学校区人権推進委員会研修視察 ～呉市～ 

 
８月２０日（土）猛暑の中、広島県呉市へ郷内中学校区人権推進委員会研修視察に行きました。 

視察先は、『入船山記念館』 『呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）』 

『海上自衛隊呉史料館（てつのくじら館）』の３か所です。 

今回は以下のことを目的に視察を行いました。 
 

●戦艦「大和」の乗組員の写真や、家族に送った手紙、葉書などの実物資料や当時の映像、 

模型等を見学したり、国際貢献に尽力する海上自衛隊の展示物を見学したりすることで、 

戦時下の人々の暮らしを想像し、我が国の歴史や平和の大切さを認識する。 
 

●明治以降の日本の近代化の礎となった先人の努力や当時の生活・文化に触れることで、 

科学技術創造立国を目指す日本の歩みを体得する。 
 

【入船山記念館では】 
 

ガイドの方から、旧呉鎮守府
ち ん じ ゅ ふ

司令長官官舎・郷土館・歴史民

俗資料館など施設の特徴や、呉

に生きた人々の歴史について話

を聞きました。 

▼ 入船山記念館にて  

１０月７日（金）  
人権学習推進委員会会長連絡会 

11 月見頃の植物 ／イチョウ  
雄株と雌株がある雌雄異株と言われる。 

銀杏の実がなるのは雌株の方で、雄雌の

区別は成木になるまで分からない。 

花言葉：「尊厳・長寿」 



【時間】 13:30～15:30 

【演題】 母の背中 

【講師】 竹馬 浩 先生 
 
 
 

春は２種類の講座でしたが、秋から１種 

類になりました。講師だけでなく、生徒さ 

ん同士が教え合うことがよくあり、助かっ 

ています。 

みんなで助け合ってがんばりましょう。 

 

 

「美文字」をめざして、正しく美しい字が 

書けることを目的にしています。 

ゆっくり、ていねいに、毎日尐しずつ。 

そして、仲間と共に楽しく…。 

“継続は力なり”をモットーに。 

出囃子とともに、安里屋結太先生が登場する

という演出で講演は始まりました。 

身振り手振りのみで 噺
はなし

を進め、一人で何役

も演じるという落語。その様子を間近に感じ、

江戸落語という芸能を味わう機会となりまし

た。 

■江戸落語を聴いてみよう 
 
■講師 

  安里屋
あ さ と や

 結
ゆん

太
た

 先生 

 

「秋講座」が始まり、開講式にて講師の先生が話された内容とともに、開講した

８つの各講座についてお知らせします。 

■原発事故が奪った 
    私たちの暮らし  
■講師 

  蝦名
え び な

 宇摩
う ま

 先生 

 
 前半の講演は、 

プロジェクタを使 

い画像をみながら 

の話し、原発事故 

での生々しい体験談 

や、福島県への支援 

活動についての内容の紹介でした。 

 後半は、津軽三味線・奄美の三線・尺八など 

の楽器を演奏しながら、各地方の民謡の演奏を

聴きました。 

 話しだけではなく、演奏からも「人権」とい

うテーマが伝わる講演会でした。 

この講座を始めて、今年で 

１０年を迎えました。 

俳句には「季語」が欠かせません。 

季節を感じながら思い思いの詩を詠ん 

でいきましょう。 

 

今回の秋の講座から、新しいメンバーが 

加わりました。 

公民館祭に向けて、作品作りをがんばり 

ましょう。 

 

 

親睦をはかりながら、また生涯学習の場 

でもあるので、生徒の方に負けないよう、 

講師もがんばります。 

世界にたった一つの 

作品作りをしましょう。 

 

１２月までの７回ある講座です。 

バランスのとれたいろいろなレ 

シピを考えていきます。 

 

この講座は、郷内公民館初めての講座 

です。 

ヨガのポーズをとることを目的とせず、 

心地よい呼吸・心地よい体・心地よい穏や 

かな心になるための時間を楽しんでいきま 

しょう。 

 

 

和気あいあいとした雰囲気の中で、 

楽しく学んでいけたらと思います。 

お家にある小物を使って、 

工夫をしながら着付けをして 

いきましょう。 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋の講座 郷内文化大学 

 平成２８年 

１１月１９日 （土） 

作品展示  9:00～16:00  
   講座生・グループ生の日頃の学習の 

成果をぜひご覧ください。 

 １１月２０日 （日）  

作品展示   9:00～15:00 

ステージ発表  9:45～15:00 

お茶席  10:00～15:00 

将棋コーナー 10:00～15:00 

※詳細が決まり次第、公民館祭のご案内にてお知らせします。 

 
※人権教育講演会 

ですので、どなた 

でも無料です。 

当日参加、 

大歓迎です。 


